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いる(2018 年現在)．ソウル特別市の洞行政組織は，地方自治法（1949 年 7 月 4 日制定）を






















































































べて洞行政組織に配置する福祉関連人材数を洞当たり平均 4.7 人増やした(2016 年 7 月現
在)．洞行政組織に追加配置された社会福祉職公務員と訪問看護師は，福祉サービスの需要
把握，情報提供，福祉サービス受給者の家庭訪問を業務とする．また，洞行政組織を中心に，
地域内の福祉館，保健所などの保健福祉機関と連携して地域福祉・保健問題に対応する統合
支援の仕組みを作り上げている．このように，地域保健・福祉機能行政を担う組織として選
択された洞行政組織には人材の補充，関連事務などの資源が追加され，洞行政組織は組織の
維持を「正当化」した． 
終章では，これまで行ってきた議論をまとめて論じる．洞行政組織は長期間存続し，その機
能が次第に変化した．しかし，実は洞行政組織のコアはそれほど変わっていない．洞行政組
織は，自治体より住民に身近な行政組織であり，住民登録関連事務を担うため，地域の人的・
物的資源を把握することが容易である．これをどのように活用するかによって，洞行政組織
は異なる機能を担うように見られる．洞行政組織が地域内の人的・物的資源を把握し，住民
の動員や統制のために利用すれば，洞行政組織は独裁体制の位階的行政秩序の維持の道具
となる．しかし，洞行政組織が地域内の人的・物的資源を把握し，地域内の多様な資源を連
携し，必要な保健・福祉サービスを提供すれば，洞行政組織は地域コミュニティ行政と地域
保健・福祉行政を担う道具となる．洞行政組織は，コアを基に政治・行政・社会的変化によ
り需要に合う余剰能力を全面に出して，長い歴史の中で存続することができたと考えられ
る． 
一方，最近，ソウル特別市の洞行政組織に対する政策は，地域コミュニティとして位置付け
られていた洞の再発見である．洞は地域コミュニティとしての性格を基に，地域の人的・物
的資源の動員の手段ないし位階的行政秩序の基に地域住民を統制する手段として活用され
て，本質的な特性が表面に現れなかった．2014 年からソウル特別市は，洞の地域コミュニ
ティという性格に着目し，洞行政組織がコミュニティ行政と地域保健・福祉行政を包括する
より重要な役割に置き換わりつつある．加えて，洞を最も小さな公的意思決定の単位ないし
住民自治の充実を推進する単位として構想し，ソウル型住民自治会を試みている． 
韓国のコミュニティ行政の特徴は，決定権限を地域住民組織に付与することよりも，洞行政
組織という行政組織を通じた直接な公共サービスの提供により比重が置かれている点であ
る．したがって，住民自治会をどのように位置づけるのかという課題が残っている．しかし，
自治体より住民に身近なところで，依然として行政の領域のみに処理が可能な機能と役割
が存在するため，ソウルで行われる洞行政組織と住民自治会に対する新たな試みが住民自
治を充実すれば，大都市の新たなコミュニティ行政のモデルとして参考になるだろう． 
